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⽇本の
⼤型望遠鏡

20世紀 21世紀年代 17世紀 18世紀 19世紀

架台構造

海外の
⼤型望遠鏡

主な
光学系材料

1900

⽇本の屈折望遠鏡の近代化・⼤型化の経緯

1700年頃
7.3cm 光学望遠鏡

（屈折）
森仁左衛⾨作

1929
65cm 屈折望遠鏡
東京天⽂台三鷹

（⾚道儀、独から購⼊）

1880頃
20cm 写真儀（屈折）

内務省地理局
（⾚道儀、英から購⼊）⑯

1972
65cm 屈折望遠鏡

⾶騨天⽂台
（⾚道儀、独から購⼊）⑰

⾶騨天⽂台
以降、国内の
⼤型望遠鏡

は全て反射望
遠鏡に変わる

1930 1970

近代化

光学望遠鏡
以外の別ルーツ
の技術を導⼊

▼1910
18cm 屈折望遠鏡
京⼤（独から購⼊）

1988
130cm ⾚外線望遠鏡
m級国産初の経緯台

フリクション駆動
ISAS相模原（三菱電機）

1994
150cm ⾚外線望遠鏡
すばる観測装置開発⽤

国⽴天⽂台（三菱電機）
⑳

2004
200cm 光学望遠鏡なゆた
国内設置最⼤（当時）

⻄はりま天⽂台
（三菱電機）

1960
188cm 光学望遠鏡

東京天⽂台岡⼭
天体物理観測所

（⾚道儀・英から購⼊）

1974
105cm 光学シュミット望遠鏡

国産初m級望遠鏡（⾚道儀）
⽊曽天⽂台

（⽇本光学）⑲

1800年頃
6.0cm光学望遠鏡

国産初の反射望遠鏡
グレゴリアン式・⾦属鏡

国友⼀貫斎作

1948
500cm Hale

ガラス鏡 +アルミ蒸着
⾚道儀

パロマー⼭（⽶）

1976
600cm BTA-6

世界初の経緯台⽅式
コーカサス⼭脈（旧ソ連）

⑥

1993、1996
1000cm Keck望遠鏡×2式

（36枚分割鏡）
マウナケア⼭（⽶）

1917
250cm Hooker
ガラス鏡＋銀メッキ

⾚道儀
ウィルソン⼭（⽶）

1908
150cm Hale

ガラス鏡＋銀メッキ
⾚道儀

ウィルソン⼭（⽶）
⑤

1887
102cm 光学望遠（屈折）

⾚道儀
屈折式として現在も最⼤
ヤーキス天⽂台（⽶）

1610
光学望遠鏡（屈折）

ガリレオ・ガリレイ

1668年
反射式光学望遠鏡

（初）
アイザック・ニュートン

1722
ニュートン式望遠鏡

実⽤化
ジョン・ハドリー

②

1999、2000
810cm GEMINI望遠鏡×2式

能動光学（後に補償光学追加）
マウナケア⼭、パチョン⼭

（⽶、英、加、チリ、豪など）
⑩

1732〜1768
グレゴリアン式

望遠鏡量産(英)
③

1987
420cm WHT望遠鏡

欧初の経緯台
ラ・パルマ（英）

⑦

1989
358cm NTT
世界初の能動光学
フラッシングドーム
ラ・シア⼭（欧）

1971
390cm AAT望遠鏡

サイディング・スプリングス（豪）
（架台・制御部を三菱電機が製作）

⑱

1977
108cm×6 MMT

初の分割鏡、⽶初の経緯台⽅式
ポプキンス⼭（⽶）

1979
360cm CHFT
本格的⾚外線
専⽤望遠鏡
マウナケア⼭

（⽶、加、仏）
⑨

1998〜2000
820cm VLT×4式

能動光学（後に補償光学追加）
パラナル⼭（欧）

⑪

2007
1040cm カナリア⼤望遠鏡

（36枚の分割鏡）
ラ・パルマ（欧、⽶など）

⑬

真空蒸着技術
観測技術

システム誤差配分技術
波動解析技術

追尾駆動制御技術
ホモロジー構造技術 1999

830cm すばる望遠鏡
能動光学（後に補償光学付加）

マウナケア⼭、国⽴天⽂台
（三菱電機）

2005
1188cm LBT

（8.4鏡を2枚同架）
15m基線の合成開⼝観測

グラハム⼭（⽶）
⑫

1994
350cm WIYN
⽶初の能動光学
キットピーク（⽶）

⑧

分割鏡制御技術

経緯台
制御技術

JNLT技術検討会
（含能動光学実証）

国内最先端技術
キヤノン（補正光学系）
ニコン（視野回転補正光学系）
新光電⼦（精密荷重検出器）
東芝機械（静圧軸受、⼤型機械構造）
三菱電機名古屋（DDモータ）
⽇⽴造船（⼤型機械構造）
三菱重⼯（精密ロボット）
富⼠通（観測システム計算機）等

海外最先端技術
コントラベス (主鏡・副鏡・第3鏡の研磨）
コーニング（ULE鏡材）
CSF（ドーム製造）
PSI（主鏡蒸着装置）
ハイデンハイン（テープ式エンコーダ）
⼤成建設ハワイ（ドーム下部）等

▼1908⽇本天⽂学会設⽴
▼天体物理学の重要性を認識（⼀⼾直蔵︓ヤーキス天⽂台）

屈折望遠鏡の⼤型化
ヤーキス以降、更なる
⼤型望遠鏡は全て

反射望遠鏡に変わる

反射望遠鏡の
観測性改良

反射望遠鏡の
⼤⼝径化

1830
ガラス鏡＋
銀メッキ

⼿法発明
（英）

反射望遠鏡の
⼤型化

⾦属鏡
ガラス鏡

⼤型化
・反射望遠鏡の
更なる⼤型化

・アルミ真空蒸着
・⼤型鉄鋼構造
技術の発展

架台⽅式改良

更なる⼤型化

（アルミ蒸着） （蒸着、スパッタリング、⽤途によってアルミ、銀、多層膜を選択）

⾚道儀⽅式 経緯台（Az/EL）⽅式

2030予定
3900cm ELT望遠鏡
（792枚の分割鏡）

セロ・アマゾネス⼭（欧）⑮

2030予定
3000cm TMT望遠鏡
（492枚の分割鏡）

マウナケア⼭
（⽶、⽇、印、加）⑭

鏡材・研磨
⼤型精密構造技術
追尾駆動制御技術

1785頃
126cm 望遠鏡

ウィリアム・ハ－シェル
④

1673頃
空気望遠鏡（屈折）
ヨハネス・ヘヴェリウス

①

・能動光学
実績適⽤

・⾚外性能に
特化

単レンズ

1833
⾊消しレンズ

発明
ホール（英）

⼤⼝径化
操作性改良

1930年代
油拡散ポンプ発明
真空蒸着実⽤化
（ヒックマン︓⽶）

1950年代〜
コンピュータ制御

技術の発展
（露、⽶、欧）

1961
近代⾚外線
観測技術の

萌芽
（フランク・
ロウ︓⽶）

・能動光学
実績適⽤

・⾚外性能
特化

最先端技術と
独⾃技術を⽤いてイ

ンテグレーション

⾊消しレンズ （⾊消しレンズは、その後も望遠鏡の広視野化⽬的や観測装置に使⽤中）

2019
380cm せいめい望遠鏡

（分割鏡）
花⼭天⽂台

（京⼤・⻄村製作所）

⼤学による設計と
システムインテグレーション化

⼤学による設計と
システムインテグレーション化

建設中
650cm TAO望遠鏡

（単⼀鏡）
チリ・チャナントール⼭

（東京⼤学）
㉒

⾊収差との闘い

0.01秒⾓台数秒⾓〜0.1秒⾓台10秒⾓〜数秒⾓台（推定）数10秒⾓〜秒⾓台（推定）

1985年頃
能動光学発案

（ウィルソン︓欧）

1991年
補償光学発表

（ハッパーら︓⽶）

補正なし（主鏡等のパッシブ⽀持） 能動光学 能動光学＋補償光学（Adaptive Optics）

すばる望遠鏡等による
観測装置共同開発

2000 
140cm IRSF望遠鏡
南アフリカ
（名古屋⼤・⻄村製作所）㉑

1999
150cm 光学線望遠鏡
群⾺県
（三菱電機）

〜1970年代
コンピュータ制御

技術の発展
（露、⽶、欧）

更なる巨⼤化

更なる巨⼤化

補正なし（主鏡等のパッシブ⽀持）

⾊消しレンズ

⾚道儀⽅式

ガラス鏡（銀メッキ）

三鷹6m電波望遠鏡

反射望遠鏡の近代化

本⽂中で出典を明記したのもの以外の図の出典
①Huygens Aerial telescope, 1684 - 空気望遠鏡 - Wikipedia
②https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Hadley_telescope_

crop.jpg#/media/File:Hadley_telescope_crop.jpg
③https://en.wikipedia.org/wiki/Gregorian_telescope#/

media/File:Gregorian_telescope_circa_1735_in_Putnam_
Gallery_2,_2009-11-24.jpg

④https://ja.wikipedia.org/wiki/40フィート望遠鏡
⑤https://www.mtwilson.edu/60-telescope/
⑥中桐正夫、計測と制御 第56巻 第6号 2017年6 ⽉号
⑦http://www.ing.iac.es/PR/archive/wht/whtjens5.jpg
⑧WIYN telescope CCD imager | NOIRLab
⑨Canada-France-Hawaii Telescope / 2003
⑩https://www.eso.org/public/austria/images/eso-paranal-16/
⑪https://en.wikipedia.org/wiki/Gemini_Observatory#/media/File:

A_Guiding_Star_for_Gemini_South.jpg
⑫https://en.wikipedia.org/wiki/Large_Binocular_Telescope#/

media/File:LargeBinoTelescope_NASA%C2%BD.jpg
⑬https://ja.wikipedia.org/wiki/カナリア⼤望遠鏡
⑭https://ja.wikipedia.org/wiki/30メートル望遠鏡
⑮https://ja.wikipedia.org/wiki/欧州超⼤型望遠鏡#/media/

ファイル:The_E- ELT.jpg
⑯https://www.kahaku.go.jp/exhibitions/vm/past_parmanent/ikou/

astronomy/troughton.html
⑰https://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/general/facilities/65cm/
⑱https://en.wikipedia.org/wiki/AngloAustralian_Telescope#/

media/ File:Anglo-Australian_telescope_at_Siding_Springs_
Observatory.jpg

⑲https://astro-dic.jp/kiso-observatory/
⑳中桐正夫、計測と制御 第 56 巻 第 6 号 2017 年 6⽉号
㉑https://www-ir.u.phys.nagoya-u.ac.jp/~irsf/telescop/man/

spec/00
㉒http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/TAO/intro/intro3.html
㉓https://double-cluster2018.amebaownd.com/posts/4199513/
㉔https://double-cluster2018.amebaownd.com/posts/35533917/
㉕https://ja.wikipedia.org/wiki/みさと天⽂台#/media/ファイル:

みさと天⽂台天体観測ドーム内.png
㉖https://ja.wikipedia.org/wiki/AB:Giant_Magellan_Telescope_-

国際協⼒への参加
による更なる⼤型化

能動光
学原理

▼1925〜天体物理学論⽂が増加

地上設置⼤型光学⾚外線望遠鏡の⼤⼝径化、⾼精度化の系統図

1941
60cm（⾚道儀）
ニュートン式・ガラス鏡
京⼤（英から購⼊）
㉔

1925
33cm（⾚道儀）

ニュートン式・ガラス鏡
京⼤（英から購⼊）

㉓

1926
15㎝反射望遠鏡

ニュートン式・ガラス鏡
国産開始

（中村鏡＋⻄村製作所）

江⼾時代末期から
⾊消しレンズの製造
技術は欧⽶が独占

⼤型精密構造技術
追尾駆動制御技術

1995 
105cm 望遠鏡（⾚道儀）

みさと天⽂台
（⻄村製作所）㉕

国産反射望遠鏡の進化

フリクション駆動
経緯台⽅式

能動光学実証実験成果・世界最⼤・最⾼性能⽬標
光学・⾚外双⽅の性能重視・広視野・多焦点実現

野辺⼭45m電波望遠鏡

衛星通信⼤型アンテナ技術（三菱電機）

フラッシング
ドーム原理

2030予定
2400cm

巨⼤マゼラン望遠鏡
（8.4m鏡を7枚同架）

チリ・ラスカンパナス（⽶、豪、韓）㉖

鏡材⽤ガラス
オハラ光学

鏡材⽤
ガラス

注
緑の⽂字︓完成時点で世界最⼤⼝径
⾚の⽂字︓特記事項

低膨張ガラス
鏡材の開発

（⽶）
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⽇本の
⼤型望遠鏡

20世紀 21世紀年代 17世紀 18世紀 19世紀

架台構造

海外の
⼤型望遠鏡

主な
光学系材料

1900

⽇本の屈折望遠鏡の近代化・⼤型化の経緯

1700年頃
7.3cm 光学望遠鏡

（屈折）
森仁左衛⾨作

1929
65cm 屈折望遠鏡
東京天⽂台三鷹

（⾚道儀、独から購⼊）

1880頃
20cm 写真儀（屈折）

内務省地理局
（⾚道儀、英から購⼊）⑯

1972
65cm 屈折望遠鏡

⾶騨天⽂台
（⾚道儀、独から購⼊）⑰

⾶騨天⽂台
以降、国内の
⼤型望遠鏡

は全て反射望
遠鏡に変わる

1930 1970

近代化

光学望遠鏡
以外の別ルーツ
の技術を導⼊

▼1910
18cm 屈折望遠鏡
京⼤（独から購⼊）

1988
130cm ⾚外線望遠鏡
m級国産初の経緯台

フリクション駆動
ISAS相模原（三菱電機）

1994
150cm ⾚外線望遠鏡
すばる観測装置開発⽤

国⽴天⽂台（三菱電機）
⑳

2004
200cm 光学望遠鏡なゆた
国内設置最⼤（当時）

⻄はりま天⽂台
（三菱電機）

1960
188cm 光学望遠鏡

東京天⽂台岡⼭
天体物理観測所

（⾚道儀・英から購⼊）

1974
105cm 光学シュミット望遠鏡

国産初m級望遠鏡（⾚道儀）
⽊曽天⽂台

（⽇本光学）⑲

1800年頃
6.0cm光学望遠鏡

国産初の反射望遠鏡
グレゴリアン式・⾦属鏡

国友⼀貫斎作

1948
500cm Hale

ガラス鏡 +アルミ蒸着
⾚道儀

パロマー⼭（⽶）

1976
600cm BTA-6

世界初の経緯台⽅式
コーカサス⼭脈（旧ソ連）

⑥

1993、1996
1000cm Keck望遠鏡×2式

（36枚分割鏡）
マウナケア⼭（⽶）

1917
250cm Hooker
ガラス鏡＋銀メッキ

⾚道儀
ウィルソン⼭（⽶）

1908
150cm Hale

ガラス鏡＋銀メッキ
⾚道儀

ウィルソン⼭（⽶）
⑤

1887
102cm 光学望遠（屈折）

⾚道儀
屈折式として現在も最⼤
ヤーキス天⽂台（⽶）

1610
光学望遠鏡（屈折）

ガリレオ・ガリレイ

1668年
反射式光学望遠鏡

（初）
アイザック・ニュートン

1722
ニュートン式望遠鏡

実⽤化
ジョン・ハドリー

②

1999、2000
810cm GEMINI望遠鏡×2式

能動光学（後に補償光学追加）
マウナケア⼭、パチョン⼭

（⽶、英、加、チリ、豪など）
⑩

1732〜1768
グレゴリアン式

望遠鏡量産(英)
③

1987
420cm WHT望遠鏡

欧初の経緯台
ラ・パルマ（英）

⑦

1989
358cm NTT
世界初の能動光学
フラッシングドーム
ラ・シア⼭（欧）

1971
390cm AAT望遠鏡

サイディング・スプリングス（豪）
（架台・制御部を三菱電機が製作）

⑱

1977
108cm×6 MMT

初の分割鏡、⽶初の経緯台⽅式
ポプキンス⼭（⽶）

1979
360cm CHFT
本格的⾚外線
専⽤望遠鏡
マウナケア⼭

（⽶、加、仏）
⑨

1998〜2000
820cm VLT×4式

能動光学（後に補償光学追加）
パラナル⼭（欧）

⑪

2007
1040cm カナリア⼤望遠鏡

（36枚の分割鏡）
ラ・パルマ（欧、⽶など）

⑬

真空蒸着技術
観測技術

システム誤差配分技術
波動解析技術

追尾駆動制御技術
ホモロジー構造技術 1999

830cm すばる望遠鏡
能動光学（後に補償光学付加）

マウナケア⼭、国⽴天⽂台
（三菱電機）

2005
1188cm LBT

（8.4鏡を2枚同架）
15m基線の合成開⼝観測

グラハム⼭（⽶）
⑫

1994
350cm WIYN
⽶初の能動光学
キットピーク（⽶）

⑧

分割鏡制御技術

経緯台
制御技術

JNLT技術検討会
（含能動光学実証）

国内最先端技術
キヤノン（補正光学系）
ニコン（視野回転補正光学系）
新光電⼦（精密荷重検出器）
東芝機械（静圧軸受、⼤型機械構造）
三菱電機名古屋（DDモータ）
⽇⽴造船（⼤型機械構造）
三菱重⼯（精密ロボット）
富⼠通（観測システム計算機）等

海外最先端技術
コントラベス (主鏡・副鏡・第3鏡の研磨）
コーニング（ULE鏡材）
CSF（ドーム製造）
PSI（主鏡蒸着装置）
ハイデンハイン（テープ式エンコーダ）
⼤成建設ハワイ（ドーム下部）等

▼1908⽇本天⽂学会設⽴
▼天体物理学の重要性を認識（⼀⼾直蔵︓ヤーキス天⽂台）

屈折望遠鏡の⼤型化
ヤーキス以降、更なる
⼤型望遠鏡は全て

反射望遠鏡に変わる

反射望遠鏡の
観測性改良

反射望遠鏡の
⼤⼝径化

1830
ガラス鏡＋
銀メッキ

⼿法発明
（英）

反射望遠鏡の
⼤型化

⾦属鏡
ガラス鏡

⼤型化
・反射望遠鏡の
更なる⼤型化

・アルミ真空蒸着
・⼤型鉄鋼構造
技術の発展

架台⽅式改良

更なる⼤型化

（アルミ蒸着） （蒸着、スパッタリング、⽤途によってアルミ、銀、多層膜を選択）

⾚道儀⽅式 経緯台（Az/EL）⽅式

2030予定
3900cm ELT望遠鏡
（792枚の分割鏡）

セロ・アマゾネス⼭（欧）⑮

2030予定
3000cm TMT望遠鏡
（492枚の分割鏡）

マウナケア⼭
（⽶、⽇、印、加）⑭

鏡材・研磨
⼤型精密構造技術
追尾駆動制御技術

1785頃
126cm 望遠鏡

ウィリアム・ハ－シェル
④

1673頃
空気望遠鏡（屈折）
ヨハネス・ヘヴェリウス

①

・能動光学
実績適⽤

・⾚外性能に
特化

単レンズ

1833
⾊消しレンズ

発明
ホール（英）

⼤⼝径化
操作性改良

1930年代
油拡散ポンプ発明
真空蒸着実⽤化
（ヒックマン︓⽶）

1950年代〜
コンピュータ制御

技術の発展
（露、⽶、欧）

1961
近代⾚外線
観測技術の

萌芽
（フランク・
ロウ︓⽶）

・能動光学
実績適⽤

・⾚外性能
特化

最先端技術と
独⾃技術を⽤いてイ

ンテグレーション

⾊消しレンズ （⾊消しレンズは、その後も望遠鏡の広視野化⽬的や観測装置に使⽤中）

2019
380cm せいめい望遠鏡

（分割鏡）
花⼭天⽂台

（京⼤・⻄村製作所）

⼤学による設計と
システムインテグレーション化

⼤学による設計と
システムインテグレーション化

建設中
650cm TAO望遠鏡

（単⼀鏡）
チリ・チャナントール⼭

（東京⼤学）
㉒

⾊収差との闘い

0.01秒⾓台数秒⾓〜0.1秒⾓台10秒⾓〜数秒⾓台（推定）数10秒⾓〜秒⾓台（推定）

1985年頃
能動光学発案

（ウィルソン︓欧）

1991年
補償光学発表

（ハッパーら︓⽶）

補正なし（主鏡等のパッシブ⽀持） 能動光学 能動光学＋補償光学（Adaptive Optics）

すばる望遠鏡等による
観測装置共同開発

2000 
140cm IRSF望遠鏡
南アフリカ
（名古屋⼤・⻄村製作所）㉑

1999
150cm 光学線望遠鏡
群⾺県
（三菱電機）

〜1970年代
コンピュータ制御

技術の発展
（露、⽶、欧）

更なる巨⼤化

更なる巨⼤化

補正なし（主鏡等のパッシブ⽀持）

⾊消しレンズ

⾚道儀⽅式

ガラス鏡（銀メッキ）

三鷹6m電波望遠鏡

反射望遠鏡の近代化

本⽂中で出典を明記したのもの以外の図の出典
①Huygens Aerial telescope, 1684 - 空気望遠鏡 - Wikipedia
②https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Hadley_telescope_

crop.jpg#/media/File:Hadley_telescope_crop.jpg
③https://en.wikipedia.org/wiki/Gregorian_telescope#/

media/File:Gregorian_telescope_circa_1735_in_Putnam_
Gallery_2,_2009-11-24.jpg

④https://ja.wikipedia.org/wiki/40フィート望遠鏡
⑤https://www.mtwilson.edu/60-telescope/
⑥中桐正夫、計測と制御 第56巻 第6号 2017年6 ⽉号
⑦http://www.ing.iac.es/PR/archive/wht/whtjens5.jpg
⑧WIYN telescope CCD imager | NOIRLab
⑨Canada-France-Hawaii Telescope / 2003
⑩https://www.eso.org/public/austria/images/eso-paranal-16/
⑪https://en.wikipedia.org/wiki/Gemini_Observatory#/media/File:

A_Guiding_Star_for_Gemini_South.jpg
⑫https://en.wikipedia.org/wiki/Large_Binocular_Telescope#/

media/File:LargeBinoTelescope_NASA%C2%BD.jpg
⑬https://ja.wikipedia.org/wiki/カナリア⼤望遠鏡
⑭https://ja.wikipedia.org/wiki/30メートル望遠鏡
⑮https://ja.wikipedia.org/wiki/欧州超⼤型望遠鏡#/media/

ファイル:The_E- ELT.jpg
⑯https://www.kahaku.go.jp/exhibitions/vm/past_parmanent/ikou/

astronomy/troughton.html
⑰https://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/general/facilities/65cm/
⑱https://en.wikipedia.org/wiki/AngloAustralian_Telescope#/

media/ File:Anglo-Australian_telescope_at_Siding_Springs_
Observatory.jpg

⑲https://astro-dic.jp/kiso-observatory/
⑳中桐正夫、計測と制御 第 56 巻 第 6 号 2017 年 6⽉号
㉑https://www-ir.u.phys.nagoya-u.ac.jp/~irsf/telescop/man/

spec/00
㉒http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/TAO/intro/intro3.html
㉓https://double-cluster2018.amebaownd.com/posts/4199513/
㉔https://double-cluster2018.amebaownd.com/posts/35533917/
㉕https://ja.wikipedia.org/wiki/みさと天⽂台#/media/ファイル:

みさと天⽂台天体観測ドーム内.png
㉖https://ja.wikipedia.org/wiki/AB:Giant_Magellan_Telescope_-

国際協⼒への参加
による更なる⼤型化

能動光
学原理

▼1925〜天体物理学論⽂が増加

地上設置⼤型光学⾚外線望遠鏡の⼤⼝径化、⾼精度化の系統図

1941
60cm（⾚道儀）
ニュートン式・ガラス鏡
京⼤（英から購⼊）
㉔

1925
33cm（⾚道儀）

ニュートン式・ガラス鏡
京⼤（英から購⼊）

㉓

1926
15㎝反射望遠鏡

ニュートン式・ガラス鏡
国産開始

（中村鏡＋⻄村製作所）

江⼾時代末期から
⾊消しレンズの製造
技術は欧⽶が独占

⼤型精密構造技術
追尾駆動制御技術

1995 
105cm 望遠鏡（⾚道儀）

みさと天⽂台
（⻄村製作所）㉕

国産反射望遠鏡の進化

フリクション駆動
経緯台⽅式

能動光学実証実験成果・世界最⼤・最⾼性能⽬標
光学・⾚外双⽅の性能重視・広視野・多焦点実現

野辺⼭45m電波望遠鏡

衛星通信⼤型アンテナ技術（三菱電機）

フラッシング
ドーム原理

2030予定
2400cm

巨⼤マゼラン望遠鏡
（8.4m鏡を7枚同架）

チリ・ラスカンパナス（⽶、豪、韓）㉖

鏡材⽤ガラス
オハラ光学

鏡材⽤
ガラス

注
緑の⽂字︓完成時点で世界最⼤⼝径
⾚の⽂字︓特記事項

低膨張ガラス
鏡材の開発

（⽶）


